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4. 再編で目指すもの                                                          

 

 

 

 

 

 

多様性・柔軟性・身近・魅力 

みんな・共感・わくわくいきいき 

つながり・気軽さ・誰もが 

オープン（開放的）・デザイン 

エンターテイメント・食  など 

確かに、今ある公共施設を全て今までと同じかたちで残していくことはできません。 

であれば、みんなで「今まで」ではなく「これから」に目を向け、将来の町田を担う世代に きらめく町田のまちを引き継

ぐためにも、未来につながる公共施設・公共空間のより良いかたちをみんなで創っていきましょう。 

 

↑市民ワークショップからもたくさんのヒント 

をいただきました！ 

 

今ある資源を活かし      

そのための 「場」と「しくみ」をつくる 

計画＝「公共施設再編再計画」 

  将来にわたって そこで暮らしている 

 誰もが地域社会の中で誇りを持ち  

 豊かに暮らし続けられるまち を 

  みんなと連携して作りたい  

と考えています。 

     町田市では、この公共施設の再編という、今までにない長期的かつ大きな取り組みを通じて 

再編によって何を目指すのか 

町田市が目指すのは、 

単に施設を減らしコストダウンを図る再編ではなく、  

「公共施設・公共空間のより良いかたち」 

                                         を実現させていくことです。 

 そのためには、現在あるかたちにとらわれず、経営的視点に立ち、新たな価値を創出 

しながら将来につながるかたちへ リデザイン することが必要です。 
 

これからの公共施設・空間に 

求められる要素 

みんなが集まりたくなる 

魅力的な場 

いろいろな活動を実現するしくみ 

 これからの公共施設・公共空間のあり方を考える 
~ひろがる！つながる！未来の可能性~ 

ちょっと待って！再編を進める前に… 

 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校や市民センター等の 

さまざまなサービスや活動の拠点となりうる建物を複合化し、 

みんなの好きな場所にしていく。 

 

 

いつの時代でも人との交流を大事にし、安全に配慮しながらも

限られた人のための施設ではない、いろいろな人がつながるみん

なの活動の拠点に。 

多用途・多目的・多世代 

みんなの施設 

知恵や工夫を持った人たちと新たに手を組み、サー

ビスを提供していくことで、地域に新しい魅力を生み

出していく。 

魅力的なサービスに見合った費用で運営される。 

サービスを受けたり、自分たちも提供したり 

サービスに見合ったコスト 

誰にとっても開放的である 

集まりたくなるような温かさがある 

 

ここでは、今までの施設の良さを引き継ぎながらも、あらゆる人のアイディアや取り組みにより、新たな価値が付加された施設・

空間を表現しています。このような場所では、たくさんの人の交流や活動がうまれ、新たなサービスや地域の活力・魅力につな

がると考えています。 

 

今ある施設にこだわらなければ、もっといろいろな場

所でいろいろなサービスに触れられるように。 

世代や目的等にとらわれない緩やかな絆でつなが

る集いの場所。 
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